
〈
解
答
〉

1　

１　

四

　
　

２　

ア

　
　

３　

Ａ　

人
生
の
矛
盾
を
よ
く
味
わ
せ
て
く
れ
る

　
　
　
　

Ｂ　
［
例
］自
由
と
は
何
か
を
理
解
し
、
生
と
死
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。（
30
字
）

配
点　

1 

１
、
２
は
各
２
点
、
他
は
各
３
点　

１０
点
満
点

〈
解
説
〉

1１　

「
体
言
」
＝
名
詞
な
の
で
、
家
族
／
宗
教
性
／
入
口
／
こ
と
／
の
四
つ
で
あ
る
。

２�　

傍
線
部
②
の
直
後
の
１５
～
１７
行
目
に
『
家
族
と
い
う
不
可
解
な
存
在
の
理
解
を
通
じ
て
、
「
自
己
」

と
い
う
の
が
理
解
さ
れ
て
く
る
』
と
あ
る
の
で
、
ア
が
正
解
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
イ
「
自
己
を
表
現

す
る
能
力
が
つ
く
」
、
ウ
「
自
分
の
長
所
に
気
づ
け
る
」
、
エ
「
自
由
の
大
切
さ
が
理
解
で
き
る
」
、

オ
「
少
な
い
情
報
を
も
と
に
」
「
自
己
実
現
に
近
づ
け
る
」
と
い
う
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
で
は
な

い
。

３�　

傍
線
部
③
に
あ
る
「
家
族
」
と
は
、
筆
者
の
考
え
る
家
族
、
す
な
わ
ち
３
行
目
『
自
由
を
束
縛
す
る
』

も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
３
～
５
行
目
『
か
え
っ
て
自
由
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
生
き
る
こ
と
や

死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
一
味
異
な
る
レ
ベ
ル
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
』、
９
行
目
『
人
生
の
矛

盾
を
よ
く
味
わ
せ
て
く
れ
る
』
存
在
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
字
数
に
合
わ
せ
て
ま

と
め
る
。
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